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第１回目は本校にそれぞれの小学校を招きニュースポーツを楽しみましたが、今回第２回目の学校間交流は相手校に

伺いました。相手校の児童が、第１回目の活動を踏まえて、総合的な学習の時間等で学校間交流で行う活動を考えたり

遊ぶおもちゃを作ったりして準備し、活動を行いました。両校とも、久しぶりに会って始めは緊張していたものの、ゲームを通

して活動するなかで笑顔や笑い声が弾ける楽しい交流となりました。 

 

 

 

 

 

清水南小学校（11月 15日実施）】 

  清水南小学校が作ったゲームの紹介動画を見て、 

本校で事前学習を行いました。当日は、『茶色のこびん』 

の合奏発表があり、和やかな雰囲気でスタートしました。 

「ゴールを目指して転がれビー玉」「たのしいむしとり」 

「全力フラフープ転がし」等、８種類のゲームがあり、楽 

しい時間を過ごしました。また、ゲームごとに景品もあり、 

どれにするかペアの友達と相談する場面も見られました。 

 

 

 

 

 

 

【清水東小学校（12月 6日実施）】 

ジャンケン列車やふわふわ風船等全員での活動の後、  

ペアで「輪投げ」「的当て」等４つのゲームで遊びました。  

この他にも、待ち時間等にできる「風船シュート」「風船 

カーリング」 等の風船を使ったゲームもあり、それぞれ 

ペアと相談しながらコーナーを回りました。別れ際は、「ま 

た会えるといいね。」等別れを惜しむ声があがっていました。 

 

 

 

 

 

令和５年度 

清水特別支援学校 交流及び共同学習だより №４ 
～ 今回は小学部の交流及び共同学習についてお知らせします ～ 

学校間交流 当日の様子 



 

 

                                           

 

 

 

第１回目と同様に、学校間交流が終わった後、本校では、交流の写真をスライドで振り返ったり、写真を貼って掲示物を

作ったりして事後学習を行いました。清水東小学校、清水南小学校の児童達は、ワークシートを活用して交流の感想を書く

ことで振り返りを行っています。また、相手校の児童とその保護者からの感想に、本校の教師が感想等をお返ししています。 

相手校の実際の感想をご紹介します。 

 

【相手校からの感想～一部抜粋～】 

《児童より》 

・交流会をきっかけにまた交流をしたいです。～中略～交流会、自分はたのしかったけど、ペアの人もたのしいと思ってくれ

てたらうれしいです。 

・特別しえん学校のみんなが楽しそうに遊んでくれてうれしかったです。～中略～終わりの会で特別しえん学校のみんなう

れしそうな顔をしていてうれしかったです。また学校に来てほしいと思いました。 

・最初のはじめの会ではとてもきんちょうしていたけど、しっかりとできて良かったと思います。遊びも作るときは楽しんでくれ

るかしんぱいでした。だけど、最後まで一緒に楽しく終われて良かったと思います。 

・同じ高さまでしゃがんで話しかけたら、まえよりもお話できました。 

・魚をつるのがうまくなっていて、すごいと思いました。 

・とくべつしえん学校の子と何ヶ月か会っていないけれど（自分達で作ったおもちゃで）楽しそうに遊んでくれてうれしかっ

たです。今日、とても楽しかったです。 

・またあえたら両手ハイタッチをやりたいです。 

 

《保護者より》 

・交流会の話を聞いたとき、まず「楽しかった！」と話していました。楽しませる方法をいろいろ考えていたようですが、『一緒

に楽しめた。』ので大成功ですね。 

・家でセリフの練習や当日のシュミレーションを何回もしていたから、今日うまくいって良かったね。ペアの子と楽しい時間を

すごせて良かったね。 

・学校の友達とはちがう、新しい出会いになり、すてきな活動だと思います。すごく楽しかったとうれしそうに話をしてくれて、

私もうれしかったです。みんなが、仲良く、学校とはちがう場所で会えたとき、大きくなったときも仲よくできるといいなと思い

ました。 

・今回の交流のことは以前から話をしてくれていて、本人もとても楽しみにしていました。 

・９月に会えたときよりも仲良くなれたようで、私もうれしく思います。 

 
毎年両校の４年生と学校間交流を行っているので、現５年生に昨年の学校間交流の様子を聞いて本校の児童が

楽しめるように準備したという話も聞かれました。毎年出会う児童は異なりますが、昨年のことが今年に引き継がれ、

また今年のことが来年に活かされていくのだろうなと思えるエピソードでした。 

今年度は、直接交流を行うことができ、お互いに相手の顔を見て一緒に同じ活動ができました。いろいろな活動

の中で自分の気持ちを伝えたり、相手の気持ちを受け入れたりと中身の濃い時間だったと感じます。 

来年度も、引き続き両校と学校間交流を行う予定です。 

相手校の感想 


